
令和５年度 第１回 神奈川県道路メンテナンス会議 

日時：令和5 年10 月31 日 14:00～ 

場所：よこはま新港合同庁舎３階  

共用会議A 

議 事 次 第 

１． 開会 

２． あいさつ 

３． 議事 

１） 規約の改正 （資料１） 

２） 令和４年度の点検結果 （資料２） 

３） 令和４年度までの点検状況 （資料３） 

４） 神奈川県道路メンテナンス会議の取り組み （資料４）

５） その他（情報提供）、意見交換 （資料５，６） 

４． 閉会 





資料１ 

神奈川県道路メンテナンス会議 規約 

 

 

（名 称） 

第１条 本会議は、「神奈川県道路メンテナンス会議」（以下、「会議」という。）と称する。 

 

（目 的） 

第２条 会議は、道路法第２８条の２の規定に基づき設置するもので、神奈川県内の道路管理を効率的に

行うため、各道路管理者が相互に連絡調整を行うことにより、円滑な道路管理の促進を図ること

を目的とする。 

 

（協議事項） 

第３条 会議は、第２条の目的を達成するため、次の事項について審議する。 

（１） 道路施設の維持管理等に係る意見調整・情報共有に関すること。 

（２） 道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。 

（３） 道路施設の損傷事例や技術基準類等の共有に関すること。 

（４） その他、道路の管理に関連し、会長が妥当と認めた事項。 

２．会議は原則として公開とする。ただし、公開することにより公正かつ円滑な議事運営に支障が生 

じると認められる協議（幹事会、専門部会含む）については、非公開で行うものとする。 

 

（組 織） 

第４条 会議は、第２条の目的を達成するため、神奈川県内における高速自動車国道、一般国道、県道及

び市町村道のすべての道路管理者及び会議が必要と認めるもので組織する。 

２． 会議には、会長及び副会長を４名置くものとし、会長は国土交通省関東地方整備局横浜国道事 

務所長、副会長は神奈川県県土整備局道路部道路管理課長及び中日本高速道路株式会社東京支社横

浜保全・サービスセンター所長、東日本高速道路株式会社関東支社京浜管理事務所長、首都高速道

路株式会社神奈川管理局保全担当（土木）部長とする。 

３． 会長に事故等があるときは、副会長がその職務を代行する。 

４． 会議の構成は、「別表－１」のとおりとする。 

ただし、必要に応じ会長が指名するものの出席を求めることができる。 

５． 会長は、個別課題等についての検討・調整を行うため「専門部会」を設置することができるもの 

とする。 

  ６．会議には、高速自動車国道、一般国道、県道、市町村道の代表者からなる、幹事会を置くものと 

し、構成は「別表－２」のとおりする。市町村道の出席者は、会長が個別に招集する。 

また、必要に応じ会長が指名するものの出席を求めることができる。 

 

（幹事会） 

第５条 幹事会は、会長の招集により開催するものとし、次の事項について調整する。 

（１） 会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整 

（２） 会議における協議議題の調整 

（３） 規約の策定・改正・廃止等に係る調整 

（４） その他、会議の運営に際し必要となる事項の調整 



 

（事務局） 

第６条 会議の運営等に関わる事務を行わせるため、事務局を置く。 

２．事務局は、国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所計画課・管理第二課、神奈川県県土整備局 

道路部道路管理課及び中日本高速道路株式会社東京支社横浜保全・サービスセンター、東日本高

速道路株式会社関東支社京浜管理事務所、首都高速道路株式会社神奈川管理局保全管理課に置く。 

 

（規約の改正） 

第７条 本規約の改正等は、本会議に審議・承諾を得て行うことができる。 

 

（その他） 

第８条 本規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定めるものとする。 

 

 

 

（附則） 

  本規約は、平成２６年６月９日から施行する。 

  本規約は、平成２６年１０月１０日一部改正。 

  本規約は、令和３年１月２９日一部改正。 

  本規約は、令和３年７月 ９日一部改正。 

  本規約は、令和３年１１月４日一部改正。 

  本規約は、令和４年８月２９日一部改正。 

  本規約は、令和５年１０月31日一部改正。 

 

 

 



「 別表－１」 

会　 長 国土交通省関東地方整備局 横浜国道事務所長

副会長 神奈川県県土整備局道路部 道路管理課長

副会長 中日本高速道路（株）東京支社 横浜保全・サービスセンター所長

副会長 東日本高速道路（株）関東支社 京浜管理事務所長

副会長 首都高速道路（株）神奈川局 土木保全部長

委 　員 国土交通省関東地方整備局 相武国道事務所長

委 　員 国土交通省関東地方整備局 川崎国道事務所長

委 　員 中日本高速道路（株）東京支社 御殿場保全・サービスセンター所長

委 　員 中日本高速道路（株）東京支社 伊勢原保全・サービスセンター所長

委 　員 中日本高速道路（株）八王子支社 八王子保全・サービスセンター所長

委 　員 横浜市道路局 計画調整部技術監理課長

委 　員 横浜市道路局 建設部橋梁課長

委 　員 川崎市建設緑政局道路河川整備部 施設維持課長

委 　員 相模原市都市建設局土木部 路政課長

委 　員 横須賀市  土木建設部長

委 　員 平塚市 土木部長

委 　員 鎌倉市 都市整備部長

委 　員 藤沢市 道路河川部長

委 　員 小田原市 建設部長

委 　員 茅ヶ崎市 建設部長

委 　員 逗子市 環境都市担当部長

委 　員 三浦市 都市環境部長

委 　員 秦野市 参事 兼建設管理課長

委 　員 厚木市 道路部長

委 　員 大和市 街づくり施設部長

委 　員 伊勢原市 土木部長

委 　員 海老名市 まちづくり担当部長

委 　員 座間市 都市部長

委 　員 南足柄市 都市部長

委 　員 綾瀬市 土木部長

委 　員 葉山町 都市経済部長

委 　員 寒川町 都市建設部長

委 　員 大磯町 都市建設部長

神奈川県道路メンテナンス会議　委員名簿

所　　属 役　　　職



神奈川県道路メンテナンス会議　委員名簿

所　　属 役　　　職

委 　員 二宮町 都市部長

委 　員 中井町 まち整備課　参事兼課長

委 　員 大井町 都市整備課 長　参事兼課長

委 　員 松田町 まちづくり課　参事兼課長

委 　員 山北町 都市整備課　参事兼課長

委 　員 開成町  都市経済部長　街づくり推進課長

委 　員 箱根町 環境整備部長

委 　員 真鶴町 都市整備担当課長

委 　員 湯河原町 土木課長

委 　員 愛川町  建設部長　道路課長

委 　員 清川村  まちづくり建設農林課長

委 　員 神奈川県道路公社 理事兼部長

委 　員 公益財団法人神奈川県都市整備技術センター 事業推進課　参事兼課長

国土交通省関東地方整備局道路部 道路保全企画官

国土交通省関東地方整備局道路部 地域道路課長

国土交通省関東地方整備局 関東道路メンテナンスセンター長

国土交通省関東地方整備局横浜国道事務所（計画課・管理第二課）

神奈川県県土整備局道路部　道路管理課

中日本高速道路（株）東京支社　横浜保全・サービスセンター　

東日本高速道路（株）関東支社　京浜管理事務所

首都高速道路（株）神奈川局　保全管理課

事 務 局

オブザーバー



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和４年度の点検結果

資料２



令和４年度の点検結果 資料２
令和４年度の点検実施数

※令和４年度道路メンテナンス年報より

道路管理者 橋梁 トンネル 道路附属物

国土交通省 97 0 71

高速道路会社 172 22 174

地方公共団体 1,951 26 183

神奈川県合計 2,220 48 428 

1



令和４年度末時点の点検結果（橋梁） 資料２

道路管理者 点検対象
施設数

判定結果
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 429 101 210 115 3

高速道路会社 842 106 689 47 0

地方公共団体 8,195 3,663 3,981 549 2

神奈川県合計 9,466 3,870 4,880 711 5 

※令和４年度道路メンテナンス年報より

2



3

判定区分Ⅳの措置状況（橋梁）

道路管理者 施設名 路線名 損傷の具体的内容 緊急措置内容
緊急措置後の
恒久的な措置

(2023.3 月末時点)

横浜国道 親木橋
（下り拡幅） 国道1号 支承の機能障害

Ｈ鋼等で仮受け材設置
既設鋼製ブラケットを利用し
桁固定

R3.3支承取替

横浜国道 小余綾高架橋
国道 1 号
（⻄湘バイ
パス）

主桁の腐食、変形・欠損、板
厚減少

仮受け材の設置・当て板補修
（ 通 行 可能） 補修工事中

横浜国道 北台橋
（下り側道橋） 国道 357 号 床版の腐食、変形・欠損 仮受け材の設置 （ 通 行 可

能） 架替中

相模原市 無名橋
（津久井18）

市道⻘野原
9号

床板に断面欠損を伴う腐食、
鋼材部全体に腐食 仮設を設置し全面通行止め 撤去予定

三浦市 29号橋 市道1108号
線

主桁、横桁、床版及び支承の
腐食 補修・補強 架替中

※令和４年度道路メンテナンス年報より

資料２

3



令和４年度末時点の点検結果（トンネル） 資料２

道路管理者 点検対象
施設数

判定結果
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 26 0 21 5 0

高速道路会社 89 5 77 7 0

地方公共団体 223 7 183 33 0

神奈川県合計 338 12 281 45 0 

※令和４年度道路メンテナンス年報より

4



令和４年度末時点の点検結果（道路附属物） 資料２

道路附属物：歩道橋（跨線橋以外・跨線橋）、大型カルバート、シェッド、門型標識

道路管理者 点検対象
施設数

判定結果
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

国土交通省 313 53 149 111 0

高速道路会社 717 517 182 18 0

地方公共団体 955 167 621 167 0

神奈川県合計 1,985 737 952 296 0 

※令和４年度道路メンテナンス年報より

5



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

令和４年度までの点検状況

資料３



1

令和４年度までの点検実施数（橋梁） 資料３

道路管理者 点検対象施設数
（A）

点検実施数
（B)

点検割合
（B/A）

国土交通省 429 339 79%

高速道路会社 845 639 76%

地方公共団体 8,201 6,146 75%

神奈川県合計 9,475 7,124 75%

※令和４年度道路メンテナンス年報より



2

令和４年度までの点検実施数（トンネル） 資料３

道路管理者 管理施設数
（A）

点検実施数
（B)

点検割合
（B/A）

国土交通省 26 15 58%

高速道路会社 89 85 96%

地方公共団体 225 134 60%

神奈川県合計 340 234 69%

※令和４年度道路メンテナンス年報より



3

令和４年度までの点検実施数（道路附属物） 資料３

道路附属物：歩道橋（跨線橋以外・跨線橋）、大型カルバート、シェッド、門型標識

道路管理者 管理施設数
（A）

点検実施数
（B)

点検割合
（B/A）

国土交通省 313 279 89%

高速道路会社 733 639 87%

地方公共団体 957 655 68%

神奈川県合計 2,003 1,573 79%

※令和４年度道路メンテナンス年報より



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

神奈川県道路メンテナンス会議の取り組み

資料４



1

神奈川県道路メンテナンス会議の取り組み

１）令和4年度 神奈川県道路メンテナンス会議の取り組み状況

○市町村道路メンテナンス部会 令和4年12月２２日開催
○神奈川県道路メンテナンス会議 令和4年 8月29日WEB開催
○道橋鉄道連絡会議 令和4年 8月29日WEB開催

【会議】

○パネル展示 令和4年8月1日～8月31日展示
（神奈川県「道路ふれあい月間」パネル展示 県庁新庁舎ロビー）

○道路メンテナンス講習会 令和5年3月17日開催
（現地での実習 国道1号酒匂橋）実地での橋梁点検及び新技術の紹介

【広報・講習会】

資料４

第一
四半期

第二
四半期

第三
四半期

第四
四半期

備考

道路メンテナンス会議 第1回
10月31日

道路鉄道連絡会議 予定

市町村ﾒﾝﾃﾅﾝｽ会議 予定

パネル展示
(神奈川県道路ふれあい月間)

8/1～
8/31

講習会
(橋梁点検講習会）

予定

神奈川県跨道橋
連絡会議

予定

2）令和５年度 神奈川県道路メンテナンス会議の取り組み予定



2

神奈川県道路メンテナンス会議の取り組み 資料４

県庁新庁舎１Fロビー

令和５年度 パネル展示状況



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

その他（情報提供）

資料65
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

その他（新技術を活用した補修事例等）

資料56



1



橋梁補修事例（ストップホール及びあて板）
橋梁概要

橋梁名：浮島橋
路線名：国道409号
橋梁形式：単純鋼床版箱桁橋
橋長：71.2m
完成年度：1999（平成11年度）

概要
・損傷状況
大型車両の通過が多く、鋼床版とＵリブに亀裂が発生

・補修内容
亀裂の端部にストップホールを施し、その後あて板で補強を実施

損傷状況

施工状況

完 了

ストップホール

あて板

ストップホール

あて板

資料５

横浜国道事務所

2



点検支援技術の活用例①

30

【デジタル画像とAIを用いた橋梁点検サポートシステム（SwallowAI）】

■選定理由
・渡河部であり、桁下へリフト車の搬入が不可。
・側道に位置する国道を車線規制し大型リフト車が必要。

■対象橋梁
・ポステンT桁橋（渡河部）

・「AI」と「画像処理技術」により、コンクリート構造物のひびわれや遊離石灰などを自動検出できる。
ソフトウェア「SwallowAI」を用い、写真から損傷図の作成を行う。

技術概要

損傷図

損傷図（オルソ画像） 損傷図（CAD）

点検事例

渡河部

技術番号
BR010035-V0022

4
0

3



【デジタル画像とAIを用いた点検サポートシステム（SwallowAI)】

4



点検支援技術の活用例②

31

【360度周囲を認識するドローンを用いた橋梁点検支援技術 (Skydio)】

■選定理由
・渡河部であり、桁下へリフト車の搬入が不可。
・アーチ部材が干渉し橋梁点検車のブームが展開不可。

■対象橋梁
・特殊橋梁（渡河部）

■点検写真

・上向き撮影が可能な空撮ドローン。
・360°衝突回避性能を有しており、狭隘部への進入が可能。
・GPSが取得しづらい環境での安定飛行が可能。
・撮影した写真は別途画像解析技術にてオルソ画像として処理が可能。

技術概要

点検事例

技術番号
BR010043-V0022

遠景 上部工下面（遠景） 上部工下面（近景①） 上部工下面（近景②）

4
1

5



【360度周囲を認識するドローンを用いた橋梁点検支援技術（Skydio）】

6



点検支援技術の活用例③

■離島でのアマモ場調査
・空中ドローンと水中ドローンを使用した調査
・空中ドローンで座標を指示し、水中ドローンで撮影

■点検写真

■某造船会社製造の大型船船底調査

■点検写真

・水中で撮影が可能な水中ドローン。
・人が入れない狭隘部や近寄れない場所で作業が可能。
・４K対応カメラとEIS搭載で安定した高画質な撮影が可能。
・撮影した写真を画像解析により識別が可能。

技術概要

点検事例

遠景 船底 空中ドローンからの座標指示 水中ドローンでの水中撮影

【水中ドローンを用いた点検支援技術】

中外テクノスHPより抜粋：水中ドローン×検査会社 (chugai-tec.co.jp)
弊社保有機種（CHASING M2 PRO）

100mm

船底調査例

32

4
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【水中ドローンを用いた点検支援技術】
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橋梁補修事例（支承交換及びひびわれ補修）
橋梁概要

橋梁名：鞠子橋
路線名：県道76号（山北藤野）
橋梁形式：2径間連続鋼箱桁
橋長：80.0m
完成年度：1965年（昭和40年度）

（ポリウレア樹脂
※
によるひび割れ箇所の補修）

※新技術工法（塗布式、硬化後は炭素繊維シートと同等の
強度が期待でき、施工性等に優れる）

概要
損傷状況： 支承本体：ゆるみ・脱落、支承の機能障害

床版：ひび割れによる漏水・滞水が発生
補修内容： 支承交換１基

床板断面補修（断面修復工） 等

側面の状況
橋面の状況（施工後）

側面図

平面図

カバーの外れ

支承ローラーの外れ

ひびわれ(漏水)箇所
断面図

橋長 L=80.0m

橋梁幅W=10.2m

車道幅 9.0m
0.6m

0.6m

県
道

72
7号

（川
西

）

補修前

神奈川県

←至御殿場 至松田→

A1 P1 A2

2A1

P1

A2

支承の損傷状況

支承交換完了

補修後

仮受状況

9



点検支援技術の活用例④

【水面フローターと360°カメラを搭載したドローンによる溝橋の点検】

技術概要

・溝橋において点検員が調査し難い空間から高さ20㎝の空間まで進入が
可能である。
・360度動画撮影により、撮影後に任意の方向の確認が可能。
・点検員は地上から操作するため、安全面に優れる。

実施事例

■対象橋梁
・溝橋（流水有り）

■選定理由
・内空高さが１m以下であり、近接目視による直接点検だと姿勢が厳しく、また
流水もあることから進入可能な機械を選定

技術番号
BR010032-V0122

断面図 ドローン撮影体制

水面フローター付きドローン本体

現地状況 点検実施状況 平成29年度点検状況 令和４年度点検状況（変状無し）

補助員

ﾄﾞﾛｰﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

位置確認用巻尺

水面ﾌﾛｰﾀｰ付きﾄﾞﾛｰﾝ

360度ｶﾒﾗ

補足用機械

1
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横浜国道の道路管理の取り組み（事務所の工夫）

○湘南出張所において、巡回パト車にスマートフォンを設置し、パトロール日誌を作成

パト車に録画用スマホを装着 ２０ｍ毎の画像を専用クラウドに保存 異常があった場合、入力用スマホで保存

現地写真を撮
影し、保存も
可能

・入力用スマホでパトロール日誌を作成
・保存された写真データ等も日誌に記載

落下物回収
回収前の写真

回収後の写真

回収位置を記録

2
3



横浜国道の道路管理の取り組み（事務所の工夫）

＜参考＞ 現在の道路巡回システム

使用機器写真

入力画面

パトロール中画面

作成される日誌

撮影した事象の写真
（わだち）

2
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横浜国道の道路管理の取り組み（事務所の工夫）

○保土ケ谷出張所にて１ヶ月間、巡回パト車にスマホを装着し、ＡＩによる舗装等
損傷の自動検知を試行 （ひび割れ、わだち、ポットホール、区画線のかすれ等）

○検知された損傷情報の分析や活用等について現在、検討中

１６号保土ケ谷バイパスの表示 標識の視認性阻害を検知

かすれた区画線を検知

ひび割れや雑草の張出しを検知

2
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